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山形市立桜田小学校

「いじめアンケート」と「子どもたちからの聞き取り」から

11月、今年度2回目のいじめアンケートを行いました。ご協力ありがとうございました。アンケ

ートをもとに、担任が時間をかけて児童一人一人から聞き取り、組織として対応するために“い

じめ防止等対策会議”を持ちました（15日・16日）。学校で起きていることにその責任の重さを

強く自覚して、対応を行っています。

前回同様、確認した具体的行為を記します（右

記：全てではありません）。読むと非常に胸が

痛みます。苦しいですが、実態を知っていただ

こうと記しました。

下学年の傾向 （41件）

◯自分は楽しんでいて、相手も楽しいだろう

と勘違いしたままでいる

◯注意されてもなかなかやめられない（自分

をコントロールできない）

◯相手の気持ちをなかなか理解できない

◯一人が、複数名に嫌な思いをさせている。

“嫌な思いをさせているからやめなさい”

という度重なる担任からの指導によっても、

なかなか改善されない（自己をふり返る力

の弱さ）

◯たたく・蹴る・わざとぶつかる等の暴力を

ついやってしまう

◯馬鹿にする言葉・こっちくるな等の暴言を

何気なく言ってしまう

上学年（6件）

双方の言い分を確認し、嫌な思いをさせた側

の児童にはすでに指導を済ませています。これ

から繰り返して指導しなければならない事例も

あります。今後、十分な心配り・目配りにより、

安心できる学級づくり・楽しい授業づくり等を、これまで以上に力を入れて行っていきます。

これからも、定期的なアンケート（次回は令和４年６月）をおこなっていきますが、お子さん

の様子や会話などから、「おかしいな」と感じたときにはすぐお知らせください。

（以下「対応」を再掲します。いじめに対する学校としての考え方です。「学校だよりＮｏ．６（6月24日）」）

被害を訴えてくれた児童への対応

「なんでこんなことをされなければならないのか！」本人・保護者の心の声を真摯に受け止め
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ます。まずは、「嫌だったのだ」と表現してくれたことに感謝します。一人で抱え込んでしまっ

てはなかなか解決しないことが多くあるのが実態です。私たち教職員は、“子どもに寄り添い一

緒に解決していく”立場で接し、生活しています。決して「大人に言っても解決にならない。か

えって状況は悪くなる」という思いを持たせないよう、今後も細心の注意をはらい、対応してい

きます。

行った側になった児童への対応

①「いじめ行為である」ことをはっきり教えます。自分は好意のつもりでも、遊び半分でも、相

手が嫌な思いを持ってしまうことがあるのだとわかってもらいます。「楽しいのはあなただけ。

相手は嫌がっている。」 － 下学年ほど、この指導が必要であると、強く感じます。

②暴力に関して、「いくら嫌なことがあっても、暴力は絶対にダメ」と、繰り返し指導します。

③暴言等に関しては、相手の気持ちに対する想像力をつける指導をしていきます。「自分が言わ

れたら？」と、立場を変えた見方等をこれまで同様に繰り返し指導します。

④児童の内面を理解し、不安や不満を解消していけるように支援していきます。相手が嫌がる行

為をやってしまう子は、学校生活の中で満たされない思いを持っていることが往々にしてあり

ます。友だち関係の悩み・学習に関わる悩み・何としても目立ちたい思いが強い（怒られても

トラブルになっても「オレを見てくれ」の合図を送りたい）などなど。目立つ言動で自分を誇

示しなくてもすむような、内面の充実を図る学級づくりをしていきます。

周囲の児童（全体）への指導

①「あれっ？」と思う言動を見聞きしたとき、「やめなよ！」と言える勇気を持てるように励ま

しています。

②その勇気を出せるような集団づくりを行っています。

③見て見ぬふりをせず、声を出すこと。その場で言えないようなときは、後で大人に知らせるよ

うに指導しています。大人に知らせることは、決して“ちくり”として非難されるものではな

く、正義であることを繰り返し教えています。

（以上 学校だよりＮ０．６ より）

金管バンド 動画交流へ参加

山形市吹奏楽発表会は、昨年度に続き、一同に集まって交流す

ることは中止となりました。

市吹奏楽発表会実行委員会は今年度、演奏動画を各校で撮影し

たものを集約し、「ケーブルテレビでの放映」と「動画保存した

ＤＶＤの視聴」で学校間の交流を図るという企画をしました。

桜田小学校はこの企画に参加し、11月12日・15日・16日、体育

館で動画撮影をしました。これまで練習を重ねてきた成果を発揮

できる場として、緊張しながら自分たちの姿を披露しました。

できることを一歩ずつ。また一つ、節を刻みました。

尚、ケーブルテレビでの放映日は未定（今年度中）です。放映

後、ＤＶＤの販売をする予定と聞いています。

児童の活躍
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